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第6代宜野湾市副市長の辞令交付式が行われ、10月に

行われた宜野湾市議会定例会において議会の同意を得た、

和田敬悟氏（前上下水道局長）が就任しました。和田副市

長は「ひとつひとつの事業実現の為、先頭に立って、国

との交渉や財源の確保に取り組み、市民が笑顔で暮らせ

る明るいまちづくりに向け、松川市長を全力で支えてま

いります」と決意を述べました。

第6代副市長に就任しました

笑顔がつながる、地域づくりのために

10月31日沖縄ガールズ来訪

全国、世界へ羽ばたけ、未来の日本代表

中城・宜野湾ガールズの皆さんが市役所を訪れ、9月に開

催された「第1回 J Aおきなわ旗争奪  第1回沖縄ガールズ

トーナメント軟式野球大会」にて優勝したことを報告しまし

た。同大会は、軟式野球に親しむ少女に夢と希望を与え、

学童スポーツクラブの振興、野球振興を目指して21世紀を

担う少女の心身ともに健全でたくましい育成に寄与するこ

とを目的に開催されており、全16チームが参加しました。

「津波防災の日」である11月5日（月）、大規模地震・津

波の発生を想定した訓練が沖縄県全域で行われました。

訓練を通し防災意識の啓発や津波避難計画等の検証を行

うことで、地震・津波災害にかかる避難体制の向上を目

的に、市内の学校など3,200人余が参加しました。

沖縄県広域地震・津波避難訓練

いざという時のために

宜野湾地区防犯協会理事の池宮城房夫氏が市役所を訪

れ、平成30年度防犯功労者表彰式の受賞報告を行いまし

た。池宮城氏は、宜野湾ガス「ゆいゆいパトロール隊」の

結成や、地域住民と連携し、青少年の健全育成と各種防

犯活動を積極的に行ってきました。その功績から、多年

にわたり地域安全活動に尽力し、安全で安心なまちづく

りに貢献したとして防犯栄誉金賞を受賞しました。

平成30年度防犯栄誉金賞受賞報告のため来訪

安全で安心なまちづくりのために

一般社団法人宜野湾市観光振興協会が宜野湾マリン支援センター内に移設

したことに伴い、移設開所式が行われました。同協会の高里会長は「観光客を

はじめ、人の出入りが多く人が集まる宜野湾マリン支援センターに移設した

ことはとても嬉しい」と喜びを語りました。また、同日、9月に引退された安

室奈美恵さんへ、ファンの想いを届けたプロジェクト「#ALLFOR916」から

日本郵便株式会社沖縄支社へ寄贈された「ハートポスト」の宜野湾市への引渡

式も行われました。「ハートポスト」は同施設内にて、一般公開されています。

宜野湾マリン支援センター

住　　所　大山7-10-27

電　　話　942-2200

営業時間　9：00～21：00

ハートポストの

見学はココ！

宜野湾市観光振興協会移設開所式

ハートポストの引渡式も同日に行われました

海の駅

Ｐ

ゆいマルシェ

宜野湾マリン支援センター

宜野湾マリン支援センター

ライオンズマンション

プロト

宜野湾ビル
丸井産業三菱電機

バス停

宜野湾バイパス

ラグナガーデンホテル

宜野湾漁港
宜野湾 リ 支援 タ
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大同火災海上保険株式会社（与儀達樹代表取締役社長）

より、市へ車いすの贈呈が行われました。同社は毎年継

続して各自治体や福祉団体等へ寄贈を行っており、本市

には今年で17回目、合計43台の車いすを贈呈していた

だいています。営業第二部の山里部長は「今後も地元企

業として、社会貢献により一層の取り組みを強化してい

きたい」と語りました。

大同火災より車いす贈呈

社会貢献の一環として

上下水道事業管理者辞令交付式

快適なライフラインの環境を提供

宜野湾市上下水道局の上下水道事業管理者の辞令交付

式が行われ、島袋清松氏（前教育委員会教育部長）が11月

10日付で就任しました。島袋局長は「市民の皆さまへ、

安全・安心な水の提供をするとともに、下水道事業に関

しても、快適で衛生的なライフラインの環境が提供でき

るよう、上下水道局職員一丸となって頑張ってまいりま

す」と決意を語りました。

第41回宜野湾はごろも祭りポスター表彰式が市役所に

て行われ、ポスター作品に選ばれた、城間凛さん（大謝

名小4年）、金賞を受賞した島尻このみさん（普天間小2

年）、宮城安来さん（はごろも小5年）、伊佐菜々美さん（嘉

数中3年）に、松川実行委員長より表彰状が授与されまし

た。今年は、市内小中学校から318点の作品の応募があ

りました。

第41回はごろも祭りポスター表彰式

沢山の作品のご応募、ありがとうございました

ぎのわん歌謡友の会より、第18回チャリティー歌謡ショー

の収益410,000円が市社会福祉協議会へ寄付されまし

た。実行委員の皆さんは「貧困世帯の子ども達の教育や

学用品の購入等に活用していただきたい」と語り、同協

議会の多和田会長は「子どもの貧困問題は社会問題となっ

ており、子ども達が地域でのびのびと育っていけるよう、

活用していきたい」と感謝を述べました。

ぎのわん歌謡友の会寄付金贈呈

これまで累計7,010,010円を寄付

「翼の会ぎのわん」のみなさんが市役所を訪れ、2018年度沖縄

県女性海外研修セミナー「女性の翼」に参加した仲村育子さんが研

修報告を行いました。仲村さんは「自立する力を育てることが重

要だと認識する研修であった。研修で学んだことを今後、市のた

めに活かしていきたい」と抱負を述べました。12月13日（木）18時

より、男女共同参画支援センターふくふくにて研修報告会も開催

されます。詳しくは市民協働推進課までお問合せください。

「女性の翼」研修報告

2018年度沖縄県女性海外研修セミナー

「第30回宜野湾市民福祉まつり」（主催：同実行委員会）

が嘉数高台公園内にて開催されました。この祭りは、市

民が世代を超えて参加ができ、人と人とのふれ合いを通

して、福祉に対して理解を深められる場となっています。

地域の子どもたちによるダンスや、交流体験コーナーで

はお手玉やあだん風車など様々なおもちゃづくりが行わ

れ、会場は大いに賑わいました。

第30回宜野湾市民福祉まつり

出会い★知り合い★ふれ合い★地域支え合い
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